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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

アンテナ工学，電子デバイス 

キーワード 

アンテナ，中赤外光検出器，シミュレーション 

所属学協会・研究会 

応用物理学会，日本物理学会 

技術分野 電子デバイス・電子機器 

 

堀川 隼世 助教 

電気電子工学科 

horikawa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

 

【中赤外光検出器の為のアンテナに関する研究】 

 

・遠赤外～中赤外光検出器の高感度・高速化を目指し，アンテナを用いた検出器の研究を行って

きました。 

 

現在，遠赤外～中赤外(MIR)領域は，環境計測，分光による血糖値の測定，電波望遠鏡等への

利用が期待されています。しかし，これらの領域は，光源・検出器共に技術が十分に確立されて

おらず，未開拓周波数と呼ばれています。そこで現在，MIR 領域に於いては，アンテナを利用し

た MIR検出器の研究が行われています。但し，従来の MIRアンテナ研究では，アンテナインピー

ダンスの評価方法が確立されていませんでした。そこで，中赤外光を受信可能なアンテナのイン

ピーダンス評価方法についての研究を行っています。また，中赤外光検出器の性能向上を目指し，

アンテナを用いた光検出器の検討も行っています。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

出前授業などを通すことで，工学の楽しさを伝えたいと考えています。 
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所属部門 情報・通信 

専門分野 

記号論理学，パターン認識 

キーワード 

記号論理，エージェント，画像認識 

所属学協会・研究会 

日本ソフトウェア科学会，日本数学会， 

電子情報通信学会 

研究分野 情報学基礎，知能情報学 

 

丸山 晃生 准教授 

電気電子工学科 

情報論理研究室 

maruyama@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 
【 多重様相論理 】 

定理自動証明器の実装 

 
 日常的な論理思考を形式化した様相論理に対する定

理自動証明プログラムを実装しています（図１）。特に認

識論理と時間論理を融合した多重様相論理を研究対象

としています。定理の真偽を自動判断することを利用し

て，プログラム検証分野への応用も試みています。 

 

 
【 画像処理 】 

パターン認識・最適解探索 
 
 画像処理と最適解探索を用いて，画像上の特定物

体（顔，手指，文字など）を検出しています。また，

パターン認識により，検出物体の分類にも取り組ん

でいます（図２）。さらに，動画像処理により，動

作認識を用いたインタフェース開発も試みていま

す。 

       
図１ 定理自動証明器             図２ 画像処理を用いた文字認識 

 

主要設備・得意とする技術 

・日常的事象の記号論理を用いた定式化，および，定式化された記号論理に対する自動証明・自動推論プログ

ラムの実装が可能である。その際，論理型言語prologや関数型言語OCamlにより実装しています。 

・遺伝的アルゴリズムなどによる最適解探索やニューラルネットワークなどを用いたパターン認識などの情報

処理技術を，画像変換，画像認識，動画像処理などに応用しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・画像情報処理技術を用いたインタフェース開発 

・越前市産業活性化プラン有識者会議委員 

─99─


